
 

24  

昭
和
五
十
八
年
五
月
二
十
五
日
提
出 

質

問

第

二

四

号 

  

右
の
質
問
主
意
書
を
提
出
す
る
。 

自
衛
隊
の
衛
星
利
用
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

昭
和
五
十
八
年
五
月
二
十
五
日 

衆 

議 

院 

議 

長 

福 
 

田 
 
 

一 

殿 

 

提 

出 

者 
 

野 

間 

友 

一 

 

一 

 



 

二
月
五
日
の
衆
院
予
算
委
員
会
に
お
い
て
、
中
曽
根
首
相
が
自
衛
隊
の
通
信
衛
星
利
用
に
つ
い
て
検
討
す
る
旨

答
弁
し
て
以
来
、
政
府
は
自
衛
隊
の
衛
星
利
用
の
実
施
に
向
け
て
積
極
的
な
協
議
を
行
つ
て
い
る
。
自
衛
隊
の
衛

星
利
用
は
昭
和
四
十
四
年
の
、
宇
宙
開
発
及
び
利
用
は
「
平
和
目
的
に
限
」
る
と
し
た
本
院
決
議
に
抵
触
し
、
軍
拡

路
線
に
い
つ
そ
う
拍
車
を
か
け
る
こ
と
に
な
り
、
こ
の
政
府
の
動
き
を
看
過
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
そ
こ
で

以
下
の
点
に
つ
き
質
問
す
る
。 

一 

本
院
は
昭
和
四
十
四
年
五
月
九
日
、「
わ
が
国
に
お
け
る
宇
宙
の
開
発
及
び
利
用
の
基
本
に
関
す
る
決
議
」
を

採
択
し
て
い
る
。 

 
同
年
六
月
六
日
の
参
院
科
学
技
術
振
興
対
策
特
別
委
員
会
で
木
内
科
学
技
術
庁
長
官
は
、
「
い
か
な
る
衛
星 

も
、
た
と
え
ば
防
衛
庁
で
も
飛
ば
さ
せ
な
い
、
…
…
遠
い
将
来
、
必
ず
私
は
問
題
に
な
つ
て
く
る
の
じ
や
な
い 

自
衛
隊
の
衛
星
利
用
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

三 

 



 

三 

(イ )
自
衛
隊
の
硫
黄
島
海
上
・
航
空
両
部
隊
と
本
土
部
隊
と
の
連
絡
体
制
強
化
の
た
め
に
、
通
信
衛
星
「
さ
く

ら
二
号
」
を
利
用
す
る
こ
と
は
、
命
令
伝
達
な
ど
自
衛
隊
の
軍
事
機
能
向
上
と
い
う
軍
事
目
的
そ
の
も
の
で
は

な
い
の
か
。 

二 

衛
星
打
上
げ
用
ロ
ケ
ッ
ト
に
つ
い
て
も
、
前
述
の
科
学
技
術
庁
長
官
答
弁
が
、
「
こ
れ
を
防
衛
庁
に
使
わ
せ 

る
と
い
う
こ
と
は
全
然
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
」
と
明
確
に
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
将
来
と
も
不
変
で
あ
る
か
。 

か
と
、
こ
う
思
う
の
で
す
が
」
と
の
質
問
に
答
え
て
、「
衆
議
院
の
本
会
議
の
決
議
と
し
て
、
宇
宙
の
開
発
利
用

に
関
す
る
基
本
方
針
と
い
う
決
議
に
よ
り
ま
し
て
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
平
和
目
的
に
限
り
と
い
う
合
意
が
で
き

て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
れ
の
存
し
て
お
る
限
り
に
お
い
て
は
、
い
ま
御
心
配
の
よ
う
な
問
題
は
私
は
起
こ
つ
て

こ
な
い
」
と
言
明
し
て
い
る
。
し
か
し
、
中
曽
根
内
閣
は
自
衛
隊
の
衛
星
利
用
に
道
を
開
こ
う
と
し
て
い
る
。 

自
衛
隊
が
通
信
衛
星
を
利
用
す
る
こ
と
は
、
こ
の
国
会
決
議
と
科
学
技
術
庁
長
官
の
答
弁
に
反
す
る
と
思
う

が
、
ど
う
か
。 

四 

 



 

四 

昭
和
六
十
一
年
に
打
ち
上
げ
が
予
定
さ
れ
て
い
る
海
洋
観
測
衛
星
Ｍ
Ｏ
Ｓ

1
（
マ
リ
ン
・
オ
ブ
ザ
ベ
ー
シ
ョ

ン
・
サ
テ
ラ
イ
ト
）
は
、
海
上
と
地
上
の
五
十
メ
ー
ト
ル
四
方
の
も
の
が
判
別
で
き
る
能
力
を
持
ち
、
原
潜
探

知
も
可
能
で
あ
る
。
自
衛
隊
が
Ｍ
Ｏ
Ｓ

1
を
利
用
す
る
と
す
れ
ば
、
原
潜
探
知
を
は
じ
め
と
し
た
高
度
の
軍
事

目
的
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
。 

(ロ )
昭
和
四
十
四
年
五
月
八
日
の
衆
院
科
学
技
術
振
興
対
策
特
別
委
員
会
に
お
い
て
、
木
内
科
学
技
術
庁
長
官

は
、
「
平
和
」
と
は
「
非
軍
事
」
と
の
解
釈
を
示
し
て
い
る
。
国
会
決
議
の
「
平
和
目
的
に
限
り
」
は
、
軍
事
機
能

に
か
か
わ
る
す
べ
て
の
事
柄
を
否
定
し
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ
り
、
硫
黄
島
部
隊
と
本
土
部
隊
と
の
通
信
に

「
さ
く
ら
二
号
」
を
利
用
す
る
こ
と
は
、
国
会
決
議
に
明
ら
か
に
反
し
た
も
の
で
は
な
い
か
。 

(ハ )
「
平
和
目
的
に
限
り
」
の
「
平
和
」
が
「
非
軍
事
」
だ
と
い
う
こ
と
は
木
内
答
弁
で
も
明
ら
か
な
と
お
り
だ
が
、

自
衛
隊
の
災
害
対
策
を
名
目
に
し
た
衛
星
利
用
も
、
こ
の
「
非
軍
事
」
に
限
る
と
の
見
地
か
ら
す
れ
ば
許
さ
れ
な

い
。
政
府
は
こ
の
国
会
決
議
の
見
地
を
貫
く
べ
き
と
思
う
が
、
ど
う
か
。 

五 

 



 

 

六 

Ｍ
Ｏ
Ｓ

1
を
自
衛
隊
が
利
用
す
る
こ
と
は
国
会
決
議
に
反
す
る
と
思
う
が
、
ど
う
か
。 

五 

レ
ー
ガ
ン
政
権
は
、「
ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル
」
で
軍
事
衛
星
を
打
ち
上
げ
る
方
針
を
す
で
に
明
ら
か
に
し
て
い

る
が
、
自
衛
隊
が
偵
察
衛
星
な
ど
を
ア
メ
リ
カ
に
打
ち
上
げ
て
も
ら
う
こ
と
も
ま
た
、
国
会
決
議
に
反
す
る
と

思
う
が
、
ど
う
か
。 

右
質
問
す
る
。 


